
宿
谷
入
道
は
日
蓮
聖
人
が
立
正
安
国
論
を
最
明
寺
時
頼
に
献
進
し
た
時
の
取
次
者
と
し
て
は
じ
め
て
幕
閣
の
中
で
関
係
を
も
っ
た
人
で

Ｔ
）

あ
る
。
聖
人
は
こ
の
人
を
普
通
宿
屋
（
宿
谷
）
入
道
と
か
か
れ
て
い
る
が
、
他
に
宿
谷
禅
門
、
宿
屋
左
衛
門
入
道
（
定
Ｐ
四
二
五
）
と
記

（
の
岳
）
（
Ｑ
〉
）

さ
れ
た
も
の
、
ま
た
屋
戸
野
入
道
、
夜
戸
野
入
道
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
宿
谷
入
道
は
周
知
の
如
く
最
明
寺
時
頼
の
重
臣
で
、
時
頼
臨
終

の
時
は
南
部
次
郎
実
光
（
実
長
の
兄
）
武
田
五
郎
三
郎
政
綱
・
工
藤
光
泰
等
七
人
と
共
に
最
後
を
看
と
っ
た
い
わ
ゆ
る
祇
候
人
と
い
わ
れ

る
七
腹
臣
の
一
人
で
、
入
道
し
て
最
信
と
号
し
た
。
「
吾
妻
鏡
」
弘
長
三
年
十
一
月
十
九
日
条
に
「
宿
屋
左
衛
門
尉
礎
儲
」
と
あ
る
が
そ
の

実
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
叡
尊
の
「
関
東
往
還
記
」
に
は
弘
長
二
年
七
月
十
六
日
に
「
最
明
寺
禅
門
使
を
進
て
云
癩
罎
鑑
甑
門
来
ル

十
八
日
斉
戒
ヲ
受
ケ
ン
ト
欲
ス
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
も
ま
た
実
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
し
、
そ
の
姓
の
呼
び
方
も
明
ら
か
で
な
い
、
し
か

る
に
前
掲
遺
文
に
よ
れ
ば
「
や
ど
や
」
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
当
時
の
人
は
宿
屋
（
や
ど
や
）
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町
に
は
平
安
朝
後
期
に
宿
谷
荘
が
開
発
さ
れ
た
よ
う
で
、
こ
こ
か
ら
宿
谷
氏
が
出
て
幕
府
御
家
人
と
な
っ
て
活

躍
し
た
。
現
在
毛
呂
山
町
大
字
宿
谷
を
は
じ
め
大
谷
木
・
葛
貫
・
沢
田
等
の
各
地
に
宿
谷
氏
の
子
孫
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
一
族
及
び

地
名
は
「
し
ゆ
く
や
」
と
呼
ん
で
「
や
ど
や
」
と
は
い
わ
な
い
。
昭
和
五
十
年
の
こ
ろ
毛
呂
山
町
史
編
纂
委
員
長
村
本
達
郎
氏
（
埼
玉
大

宿
屋
入
道
と
宿
屋
光
則

一
、
宿
屋
氏
の
読
み
に
つ
い
て

宮
崎
英
修
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学
名
誉
教
授
）
よ
り
「
宿
谷
」
の
読
み
方
に
つ
い
て
問
合
せ
を
う
け
た
こ
と
が
あ
る
。
「
し
ゆ
く
や
」
か
「
や
ど
や
」
か
ど
ち
ら
か
と
い

う
間
で
、
私
は
こ
れ
に
対
し
日
蓮
聖
人
が
「
や
ど
や
」
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
真
蹟
の
御
書
に
確
認
が
あ
る
か
ら
「
や
ど
や
」
と
読
む

べ
き
で
あ
ろ
う
と
返
事
申
し
あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
他
方
、
南
北
朝
期
の
こ
ろ
に
は
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る

「
承
久
記
」
に
は
「
宿
屋
次
郎
」
に
「
す
く
や
」
と
振
仮
名
が
あ
り
、
江
戸
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
「
承
久
軍
物
記
」
（
群
書
類
従
本
）
に

は
「
し
ゆ
く
や
次
郎
」
と
の
せ
ら
れ
、
姓
氏
家
系
大
辞
典
に
は
「
宿
谷
」
（
や
ど
や
）
項
に
「
し
ゆ
く
や
条
に
詳
な
り
」
と
し
て
「
し
ゆ

く
や
」
を
本
姓
に
あ
つ
か
っ
て
い
る
。
さ
て
、
宿
谷
を
宿
屋
と
通
音
に
従
っ
て
谷
（
や
）
を
屋
（
や
）
と
雷
く
こ
と
は
鎌
倉
時
代
に
は
普

通
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
聖
人
も
富
木
を
土
木
ま
た
富
城
等
と
通
音
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
か
ら
宿
谷
と
宿
屋
の
文
字
違
い
は
問
題
に
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
吾
妻
鏡
に
は
「
宿
屋
」
と
あ
る
が
入
間
郡
の
地

名
は
「
宿
谷
」
で
あ
る
。
宿
谷
の
本
貫
は
「
し
ゆ
く
や
」
と
読
む
な
ら
ば
宿
谷
入
道
は
「
し
ゆ
く
や
入
道
」
と
読
む
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
、
承
久
記
も
「
す
く
や
」
と
読
み
、
ま
た
「
し
ゆ
く
や
」
と
す
る
は
そ
の
証
で
は
な
い
か
。
し
か
る
に
聖
人
は
明
ら
か
に
「
屋
戸
野
」

等
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
当
時
の
鎌
倉
人
士
は
「
や
ど
や
」
と
読
ん
で
い
た
こ
と
は
確
実
で
、
「
し
ゆ
く
や
」
等
の
読
象
は
本
貫
の
宿
谷

荘
で
は
し
か
く
呼
ん
だ
か
も
知
れ
ぬ
が
鎌
倉
期
の
こ
の
頃
は
「
や
ど
や
」
が
一
般
的
な
呼
称
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
て
、
こ
の
相
違

に
つ
い
て
村
本
氏
は

立
正
安
国
論
を
北
条
時
頼
に
上
進
す
る
事
を
宿
谷
最
信
に
依
頼
し
た
時
、
す
な
わ
ち
三
十
九
歳
当
時
の
日
蓮
は
、
宿
屋
を
「
や
ど
や
」

と
読
ん
だ
こ
と
の
証
明
で
あ
る
。
そ
の
時
宿
屋
最
信
は
奉
行
職
に
あ
っ
た
か
ら
取
次
ぎ
を
頼
ん
だ
ま
で
で
、
日
蓮
は
宿
屋
氏
そ
の
人
は

知
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
現
代
に
お
い
て
も
、
宿
屋
を
何
と
読
む
か
と
聞
け
ば
、
十
人
が
十
人
と
も
「
や
ど
や
」
と
読
む
と
答
え
る

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
「
し
ゆ
く
や
」
と
読
む
人
は
、
宿
屋
氏
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
普
通
に
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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●
●

宿
屋
を
日
蓮
が
「
や
ど
や
」
と
読
ん
だ
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
ず
っ
と
日
蓮
は
宿
谷
氏
と
い
う
の
が
正
し
い
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
恐
ら
く
何
か
の
機
会
に
奉
行
宿
谷
氏
の
正
し
い
読
象
方
を
知
っ
た
に
違
い
な
い
、
…
…
日
蓮
臨
終
に
程
近

い
こ
ろ
の
書
「
波
木
井
殿
御
書
」
に
「
立
正
安
国
論
を
作
り
宿
谷
の
禅
門
を
使
と
し
て
」
と
か
い
て
い
る
。
こ
の
時
「
宿
谷
」
と
正
し

命
）

く
書
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
後
の
日
蓮
が
宿
谷
が
正
し
い
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
会
通
さ
れ
て
い
る
。
聖
人
が
「
や
ど
や
」
と
読
ま
れ
た
の
は
誤
読
で
は
な
い
か
と
の
説
で
あ
る
が
、
聖
人
は
十
六
出
家
是
聖
房
と
名

名
乗
ら
れ
て
か
ら
遺
文
の
諸
所
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
鎌
倉
、
京
、
叡
山
、
高
野
山
等
の
寺
々
を
た
ず
ね
て
諸
宗
の
奥
義
を
さ
ぐ
り

三
十
二
歳
、
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
の
春
清
澄
に
帰
ら
れ
、
そ
の
間
、
京
都
の
重
要
な
公
家
・
諸
山
の
日
記
や
文
書
を
見
、
そ
の
諸
家

文
書
に
通
じ
て
お
ら
れ
た
こ
と
は
例
え
ば
祈
祷
抄
、
報
恩
抄
等
を
見
れ
ば
充
分
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
鎌
倉
の
事
情
に
つ
い
て
も
直
ち

に
調
査
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
富
木
入
道
は
じ
め
大
田
、
金
原
氏
一
族
の
入
信
、
こ
れ
に
は
千
葉
一
族
の
人
を
も
加
わ
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
建
長
五
年
ご
ろ
よ
り
正
嘉
・
正
元
（
一
二
五
九
）
に
至
る
六
、
七
年
に
は
幕
閣
、
要
人
に
つ
い
て
充
分
な
知
識
を
こ
れ
ら
の
人

為
か
ら
待
ら
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
宿
屋
入
道
最
信
が
時
頼
の
腹
臣
、
奏
者
で
あ
る
こ
と
は
世
間
の
周
知
の
事
で
あ
る
か
ら
充
分
に
知

り
つ
く
さ
れ
、
ま
た
安
国
論
献
進
以
前
に
入
道
に
あ
い
、
そ
の
手
引
き
に
よ
っ
て
時
頼
に
謁
し
禅
宗
念
仏
の
謬
義
た
る
所
以
を
奏
し
、
の
ち

胃
）

安
国
論
を
献
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
宿
屋
入
道
は
「
や
ど
や
」
入
道
と
い
う
と
い
う
位
の
こ
と
は
当
然
熟
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
村
本
氏
は
聖
人
が
宿
屋
と
か
か
れ
た
の
は
「
宿
谷
（
し
ゆ
く
や
）
と
い
う
の
が
正
し
い
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
か
、
恐
ら
く
何
か
の
機
会
に
奉
行
宿
谷
氏
の
正
し
い
読
象
方
を
知
っ
た
に
ち
が
い
な
い
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
考
察
は
当
を
待

た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
正
し
い
読
承
方
を
知
っ
た
と
理
解
す
る
証
を
「
宿
谷
」
と
書
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
た

妥
当
で
な
い
。
文
永
五
年
安
国
論
副
状
に
「
宿
谷
入
道
」
（
Ｐ
四
二
一
）
、
同
年
安
国
論
御
勘
由
来
に
「
屋
戸
野
入
道
」
（
Ｐ
四
二
二
）
、
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文
永
六
年
安
国
論
奥
書
に
「
宿
谷
禅
門
」
（
Ｐ
四
四
三
）
、
文
永
八
年
龍
口
の
刑
の
前
、
一
昨
日
御
書
に
「
宿
屋
入
道
」
（
Ｐ
五
○
一
）

と
宿
屋
と
宿
谷
を
混
用
し
、
そ
れ
以
後
も
宿
屋
と
書
か
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
、
宿
谷
と
宿
屋
は
通
音
に
従
が
っ
た
も
の
で
宿
屋

を
「
や
ど
や
」
と
読
み
、
宿
谷
と
あ
れ
ば
「
し
ゆ
く
や
」
と
読
ん
だ
と
い
う
証
拠
で
あ
る
と
す
る
の
は
妥
当
な
推
論
と
い
い
難
い
。
も
し

宿
屋
と
か
か
れ
て
お
れ
ば
「
や
ど
や
」
と
読
ん
だ
こ
と
に
な
る
と
す
れ
ば
吾
妻
鏡
が
宿
屋
次
郎
、
宿
屋
左
衛
門
尉
と
記
し
、
叡
尊
が
宿
屋

左
衛
門
尉
と
書
き
留
め
て
い
る
の
は
、
当
時
の
人
食
は
み
な
「
や
ど
や
」
と
読
ん
だ
と
い
う
証
明
に
な
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
而

し
て
「
承
久
記
」
が
「
す
く
や
」
と
振
仮
名
を
付
け
た
と
い
う
の
は
後
世
の
人
の
付
け
た
読
み
で
あ
ろ
う
し
、
「
承
久
軍
物
語
」
が
「
し

ゆ
く
や
」
と
仮
名
書
き
に
し
た
の
は
「
す
く
や
」
の
読
象
を
同
種
の
読
み
で
あ
る
「
し
ゆ
く
や
」
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
承
久
記
等
の

言
）

読
承
方
を
も
っ
て
鎌
倉
時
代
の
読
み
方
を
類
推
す
る
の
は
穏
当
で
は
な
い
。
近
刊
の
吾
妻
鏡
人
名
索
引
が
宿
屋
を
も
っ
て
「
す
」
の
項
に

入
れ
「
す
く
や
」
と
読
ん
だ
の
は
承
久
記
の
振
片
名
に
振
仮
名
に
従
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
確
実
な
根
本
資
料
で
あ
る
「
屋
戸

野
」
の
読
み
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
従
来
同
一
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
か
っ
て
影
山
博
士
が
棲
神
三
二
号
で
「
宗
門
史
上
二

三
の
問
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
宿
屋
・
富
木
・
身
延
日
進
に
つ
い
て
究
明
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
、
宿
屋
最
信
と
光
則
は
別
人
に

し
て
父
子
で
あ
る
こ
と
を
光
則
寺
寺
伝
と
光
則
寺
横
山
仁
秀
師
（
現
住
邦
雄
師
の
師
範
）
が
発
見
さ
れ
た
宿
屋
系
図
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ

た
が
そ
の
後
、
日
蓮
教
団
全
史
「
聖
人
檀
越
の
一
部
の
人
物
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
こ
の
説
を
更
に
敷
演
し
た
。
即
ち
宿
屋
入
道
は
永
仁

元
年
（
二
一
九
三
）
聖
人
滅
後
十
三
年
に
し
て
没
し
た
人
で
あ
り
、
光
則
は
こ
れ
よ
り
三
十
三
年
後
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
に
没
し

二
、
最
信
と
光
則
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同
人
関
係
の
所
は

て
い
る
。
元
来
宿
屋
入
道
の
実
名
は
前
述
の
如
く
当
時
の
文
書
類
に
見
え
ぬ
所
…
…
最
信
を
以
っ
て
光
則
と
す
る
の
は
安
国
院
日
講
が
貞

享
四
年
（
一
六
八
七
）
か
ら
筆
を
起
し
た
「
録
内
啓
蒙
」
に
「
新
編
鎌
倉
志
」
を
引
い
た
の
が
初
見
で
あ
る
。
即
ち
『
鎌
倉
志
五
云
、
光

則
寺
は
行
時
山
と
号
す
、
大
仏
へ
行
道
左
に
あ
り
、
此
所
を
宿
屋
と
も
い
う
、
相
伝
う
、
平
時
頼
の
家
臣
宿
屋
左
衛
門
光
則
入
道
西
信
が

宅
地
な
り
と
、
昔
、
日
蓮
龍
口
に
て
首
の
座
に
及
ぶ
時
、
弟
子
日
朗
・
日
心
（
進
）
二
人
、
檀
那
四
条
金
吾
父
子
四
人
、
安
国
寺
に
て
召
捕

え
て
光
則
に
預
け
給
い
土
の
牢
に
入
ら
る
、
日
蓮
不
思
議
の
奇
瑞
有
て
害
を
免
る
。
光
則
信
を
起
し
宅
地
に
草
庵
を
結
び
日
朗
を
開
山
祖

と
す
、
光
則
が
父
の
名
を
行
時
と
い
う
故
に
父
の
名
を
山
号
と
し
我
名
を
寺
号
と
す
』
と
、
鎌
倉
志
は
貞
享
二
年
の
新
刊
書
で
あ
る
に
も

拘
わ
ら
ず
日
講
は
日
向
の
配
所
に
あ
っ
て
早
く
も
こ
れ
を
購
入
し
て
い
る
。
そ
の
諸
書
探
求
の
熱
意
と
成
果
は
瞠
目
す
る
に
足
り
よ
う
。

こ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の
啓
蒙
所
引
の
説
を
智
寂
日
省
の
「
本
化
別
頭
高
祖
伝
」
、
六
牙
日
潮
の
「
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
」
が
と
り
あ
げ
て

？
）

「
宿
屋
光
則
入
道
最
信
」
と
し
た
。
啓
蒙
と
別
統
紀
の
高
い
信
用
と
流
布
が
最
信
は
光
則
の
法
号
で
あ
る
こ
と
を
決
定
づ
け
、
こ
れ
が
一

般
に
知
ら
れ
て
通
説
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
。

さ
て
村
本
達
朗
氏
は
前
掲
毛
呂
山
町
史
に
宿
屋
氏
の
家
系
・
事
蹟
、
こ
と
に
最
信
と
光
則
の
関
係
を
糺
明
さ
れ
、
ま
た
宿
屋
氏
の
盛
衰

を
述
べ
ら
れ
た
が
、
い
ま
同
書
に
取
上
げ
ら
れ
た
宿
谷
氏
家
系
の
諸
本
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
諸
系
譜
は
従
来
一

般
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
村
本
氏
の
史
料
探
訪
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
こ
れ
等
諸
本
に
よ
っ
て
最
信
と
光
則

の
関
係
は
寺
伝
の
如
く
父
子
の
続
柄
に
あ
る
こ
と
を
決
定
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

光
則
寺
寺
伝
は
最
信
と
光
則
は
父
子
で
あ
る
と
い
い
、
同
寺
先
住
仁
秀
上
人
が
埼
玉
県
比
企
郡
の
某
所
よ
り
発
見
入
手
し
た
系
図
で
、

行
時
薙
鴇
蕊
鑿
葉
鯵
軽
嘩
鰕
蔑
寂
去
Ｉ
光
則
二
郎
左
衛
門
尉

（
８
）

永
仁
五
年
奉
行
就
職

正
中
二
年
入
道

（38）



で
あ
る
。
村
本
氏
は
宿
屋
氏
関
係
の
諸
系
図
は
三
系
統
に
分
類
で
き
る
と
し
て

１
大
谷
木
本
表
題
「
藤
原
姓
児
玉
流
宿
谷
氏
系
図
」
、
入
間
郡
大
字
大
谷
木
に
居
住
す
る
宿
谷
信
夫
氏
、
毛
呂
氏
後
喬
の
旧
家
大

谷
木
進
氏
の
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
系
図
。

光
則
寺
所
蔵
の
系
図
は
こ
の
系
統
と
思
わ
れ
る
。

２
蔦
貫
本
表
題
「
武
蔵
国
宿
谷
氏
嫡
流
本
系
図
」
、
同
郡
大
字
葛
貫
に
居
住
の
宿
谷
氏
所
蔵
本
で
、
写
本
及
び
そ
の
プ
リ
ン
ト
が

あ
る
が
そ
の
原
本
は
昭
和
五
十
二
年
現
在
、
現
当
主
宿
谷
正
資
氏
よ
れ
ば
所
在
不
明
の
由
。

３
浅
羽
本
表
題
「
宿
谷
氏
略
系
」
と
あ
る
が
「
藤
原
姓
武
蔵
児
玉
党
旗
頭
」
と
も
書
い
て
あ
る
。
坂
戸
市
大
字
浅
羽
に
居
住
し
て

い
た
時
代
の
宿
谷
氏
が
詳
し
い
の
で
浅
羽
本
と
呼
ぶ
。
原
本
は
東
京
世
田
谷
烏
山
の
宿
谷
律
夫
氏
が
所
蔵
し
て
い
る
。

宿
谷
氏
は
児
玉
氏
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ま
は
行
時
と
光
則
を
中
心
に
当
時
の
宿
谷
系
譜
を
主
と
し
て
大
谷
木
本
と
葛
貫
本
に
ょ

っ
て
整
理
す
る
と

(ｲ）つ
ぎ
に
行
時
の
あ
と
を
浅
羽
本
と
大
谷
木
本
・
葛
貫
本
に
よ
っ
て
見
る
と

行
俊
講
１
重
尭
購
‐
重
氏
篭
職
零
門
尉
１
行
驫
譲
蕊
尉

同
一
丁
５
奉
仕
；
奉
行
職
三
十
年

奉
行
職
三
十
年

光
則
法宿
名屋
日二

続郎
左
衛
門
尉

行
岩
法宿
名谷
日二

忍郎
三

郎

有
余

行
門
騨
離
公

（
ｎ
面
）

（39）



以
上
紹
介
し
た
系
図
で
問
題
と
す
る
の
は
吾
妻
鏡
に
宿
屋
左
衛
門
尉
法
名
最
信
と
あ
る
人
物
は
、
従
来
一
般
に
は
宿
谷
光
則
の
こ
と
で

あ
る
と
し
て
い
る
が
、
実
は
行
時
の
事
で
あ
る
。
そ
し
て
行
時
と
光
則
の
続
柄
は
父
子
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
だ
が
、
行
岩
は
光
則

の
子
と
す
る
の
と
、
行
時
の
子
で
光
則
の
弟
と
す
る
両
説
が
あ
っ
て
疑
問
が
あ
る
が
、
い
ま
こ
れ
を
お
い
て
葛
貫
本
に
よ
っ
て
行
時
と
光

の
子
と
す
る
の
と
、

則
の
記
録
を
見
る
と

行
時
左
衛
門
尉

左
衛
門
尉

何
行
嬬
蔑
門
入
道
‐
一
‐
光
則
黙
二
郎
産
繍
門
尉
」
挫
華
轆
蝿
‐
黒
雛
嬰
識
丞
ｌ
《
浅
羽
本
）

光
則

入
道
西
信
、
従
五
位
下
ヲ
賜
フ
。
奉
行
職
三
十
年
有
余
、
宗
尊
将
軍
家
建
長
四
年
鎌
倉
御
下
向
之
靭
リ
御
迎
仕
リ
テ

参
洛
、
供
奉
ノ
御
役
勤
ム
、
文
応
元
年
七
月
日
蓮
上
人
ノ
以
頼
、
安
国
論
ヲ
最
明
寺
殿
二
執
達
シ
奉
ル
、
行
時
兼
テ
ョ
リ
厚
ク

上
人
二
帰
依
ス
、
身
若
ク
シ
テ
最
明
寺
殿
二
願
上
申
ス
ノ
間
入
道
免
許
サ
レ
西
信
卜
号
ス
云
冬
文
永
中
上
人
御
法
難
、
西
信

苦
辛
一
通
リ
ナ
ラ
ズ
、
此
二
名
越
草
庵
二
於
テ
修
法
ノ
弟
子
檀
那
六
人
共
、
土
牢
二
搦
メ
入
し
警
固
云
々
、
弘
安
辛
午
年
十
一

月
寅
日
奉
行
職
コ
レ
ヲ
罷
ラ
レ
専
ラ
遁
世
ヲ
事
ト
シ
詑
ヌ
、
永
仁
元
年
巳
四
月
六
日
入
道
寂
去
、

宿
谷
二
郎
左
衛
門
尉
、
従
五
位
下
、
惟
康
将
軍
幕
下
、
御
世
年
初
十
有
七
召
出
サ
ル
。
正
応
之
初
メ
左
近
将
監
殿
二
従
上
南
方

「－可
行
岩
薙
二
郷
三
郎
‐
行
催
癒
太
郎
１
重
顕
宿
谷
四
郎
左
衛
門
尉
露
埜

１
行
次
蠅
稽
翻
諏
応
永
十
一
年
（
叩
）

申
十
一
月
三
日
九
十
二
才
卒

（〃）



行
時
宿
屋
左
衛
門
尉
入
道
、
従
五
位
下
、
暦
仁
元
戊
戌
年
鎌
倉
将
軍
頼
経
上
洛
之
時
供
奉
シ
最
明
寺
時
頼
入
道
一
一
従
う
、
其
後
頼
綱

公
二
従
う
、
其
後
親
王
家
宗
尊
親
王
関
東
下
向
ノ
時
二
供
奉
ス

光
則
宿
谷
二
郎
左
衛
門
尉
、
従
五
位
下
、
惟
康
親
王
幕
下
、
正
中
二
年
将
軍
蕊
ジ
入
道
ト
ナ
ル
。

と
あ
る
。
次
の
浅
羽
本
は
こ
の
二
本
と
は
全
く
別
の
も
の
で
前
の
何
の
系
図
に
示
し
た
如
く
行
時
ｌ
光
則
と
次
第
し
て
い
る
が
、
宿
谷

行
弘
の
叔
父
に
当
る
惟
親
の
行
状
を
記
し
て

四
郎
将
軍
頼
経
公
、
惟
康
親
王
三
代
ノ
将
軍
奉
仕
ス
…
…
弘
長
三
癸
亥
十
一
月
十
九
日
（
時
頼
臨
終
の
時
の
こ
と
吾
妻
鏡
の
抜
粋
）

文
永
八
辛
未
九
月
十
二
日
、
日
蓮
滝
口
刎
首
ノ
時
、
弟
子
日
朗
・
日
進
丼
檀
那
四
条
金
吾
父
子
合
テ
四
人
、
安
国
寺
ニ
オ
ィ
テ

召
取
光
則
コ
レ
ヲ
預
ル
。
屋
敷
内
二
土
牢
ヲ
構
ヘ
コ
レ
ヲ
押
込
、
日
蓮
奇
瑞
ア
リ
テ
害
ヲ
免
ル
、
価
テ
光
則
信
ヲ
起
シ
日
蓮
宗

ト
ナ
リ
、
茅
屋
ヲ
転
ジ
テ
寺
ト
ナ
シ
、
日
朗
ヲ
叶
テ
開
祖
ト
ナ
シ
行
時
山
光
則
寺
ト
号
ス
、
十
一
月
四
日
卒

村
本
氏
は
こ
れ
に
註
し
て
こ
れ
は
惟
親
な
る
人
物
の
こ
と
で
な
く
行
時
か
光
則
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
始
め
は
行
時
の
よ
う
で
、

あ
と
の
部
分
は
光
則
の
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
或
は
行
時
・
光
則
の
こ
と
を
吾
妻
鏡
や
当
時
の
通
説
を
と
り
入
れ
て
書
い
た
も
の
で
あ
る

（
、
）

う
、
な
お
文
永
八
年
は
光
則
は
九
歳
で
あ
る
と
。
こ
の
記
事
は
、
吾
妻
鏡
と
鎌
倉
志
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
氏
が
蒐
集
さ
れ
た
宿

谷
氏
諸
家
譜
は
、
行
時
・
光
則
の
関
係
と
、
そ
れ
以
降
の
宿
谷
氏
諸
流
が
武
蔵
入
間
郡
宿
谷
荘
を
中
心
に
形
成
さ
れ
る
様
態
と
盛
衰
を
示

次
に
大
谷
木
本
は

行
時
宿
屋
左
衛

二
役
ス
、
永
仁
五
丁
酉
年
五
月
鎌
倉
表
二
帰
り
後
奉
行
職
、
正
中
二
年
入
道
ト
ナ
リ
剃
髪
、
鎌
倉
宿
屋
館
二
草
庵
ヲ
結
ピ
、
日

朗
ヲ
開
山
ト
ナ
シ
光
則
寺
ヲ
立
テ
渇
仰
ス
ル
コ
ト
日
を
月
を
一
一
盛
ナ
リ
更
二
僻
怠
ナ
シ
、
本
ヨ
リ
信
心
厚
キ
事
ユ
ェ
父
入
道
ノ

御
名
ヲ
山
号
ト
シ
我
名
ヲ
寺
号
卜
称
ス
ル
ノ
ミ
云
々
、
自
之
法
名
日
続
〈
日
朗
上
人
定
メ
ラ
ル
云
々

(4I)



三
、
行
時
最
信
と
光
則
日
続

さ
き
に
の
べ
た
如
く
、
宿
屋
最
信
の
実
名
は
当
時
の
記
録
、
す
な
わ
ち
吾
妻
鏡
、
関
東
往
還
記
、
日
蓮
聖
人
遺
文
に
は
の
せ
ら
れ
て
い

な
い
。
而
し
て
宿
屋
最
信
の
名
は
宗
門
の
文
献
に
は
宿
屋
左
衛
門
入
道
、
宿
谷
禅
門
等
と
遺
文
の
記
述
に
従
っ
て
お
り
、
室
町
中
期
の
円

明
日
澄
は
註
画
讃
に
「
鎌
倉
ノ
奉
行
宿
屋
ノ
左
衛
門
入
道
唾
岸
」
と
法
号
を
付
し
て
い
る
が
実
名
は
記
し
て
い
な
い
（
西
信
は
最
信
の
通

音
で
あ
る
）
・
こ
れ
が
江
戸
中
期
以
限
に
な
る
と
前
記
の
如
く
宿
屋
入
道
最
信
、
謀
は
光
則
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
宗
門
で
は
一
般

化
し
、
こ
れ
が
通
説
と
な
り
、
最
近
の
「
全
訳
吾
妻
鏡
」
も
宿
屋
左
衛
門
尉
に
光
則
と
割
註
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
行
時
と
光
則

の
続
柄
が
父
子
で
あ
る
こ
と
は
問
題
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
応
そ
の
事
歴
を
略
示
す
れ
ば

行
時
左
衛
門
尉
入
道
最
信
、
弘
安
五
年
十
一
月
職
を
し
り
ぞ
き
、
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
四
月
六
日
卒

光
則
二
郎
左
衛
門
尉
、
永
仁
五
年
奉
行
職
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
入
道
、
日
朗
上
人
よ
り
日
統
の
法
号
を
受
け
、
宿
屋
邸
を
転

じ
て
寺
と
す
。
父
行
時
の
名
を
以
て
行
時
山
と
号
と
し
、
自
身
の
名
を
も
っ
て
光
則
寺
と
し
日
朗
を
開
山
と
仰
い
だ
。

光
則
の
没
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
村
本
氏
は
光
則
の
没
年
は
元
弘
二
年
四
月
十
三
日
、
七
十
歳
と
推
定
さ
れ
る
。
大
谷
木
本
の
葛
貫
本

す
た
め
に
抜
粋
乃
至
摘
録
さ
れ
た
も
の
で
全
貌
を
知
る
こ
と
の
で
き
ぬ
恨
み
は
あ
る
が
、
元
来
は
毛
呂
山
町
史
上
の
雄
族
宿
谷
氏
を
叙
述

す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
て
資
料
公
開
の
た
め
の
も
の
で
な
い
か
ら
止
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
最
信
と
光
則
が
父
子
で
あ
る
こ
と

を
如
上
の
三
本
の
系
譜
に
よ
っ
て
示
し
更
に
光
則
寺
の
寺
伝
と
光
則
寺
の
宿
屋
系
譜
を
裏
書
す
る
事
蹟
を
の
せ
て
い
る
。

に
よ
れ
ば

行
時
１
－
１
光
則
１
行
岩

１
行
岩
ｌ
行
惟
１
重
顕
ｌ
儀
重
ｌ
行
貞
１
重
行

（42）



と
次
第
す
る
が
、
い
ま
諸
系
図
を
勘
案
す
る
と

行
岩
嘉
元
元
年
（
一
三
○
三
）
七
月
十
六
日
卒
日
忍

行
惟
正
慶
二
年
（
一
三
三
三
）
五
月
廿
二
日
日
忠

重
顕
四
郎
右
衛
門
尉
、
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
宮
方
に
従
い
大
功
を
立
つ

儀
重
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
奥
州
征
討
に
従
い
九
月
朔
日
死
享
年
五
十
二

行
貞
新
左
衛
門
応
永
三
十
五
年
（
一
四
二
八
）
正
月
二
十
九
日
六
十
歳
卒

重
行
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
四
月
十
三
日
七
十
二
歳
卒

と
あ
る
。
而
し
て
こ
の
重
行
に
つ
い
て
系
譜
は

智
勇
兼
備
、
希
代
ノ
武
将
卜
錐
モ
不
遇
也
、
武
勇
〈
毫
モ
先
祖
二
劣
ラ
ズ
、
左
衛
門
尉
殿
ノ
卒
去
者
四
月
十
三
日
也
、
彼
〈
元
弘
二
年
、

此
ハ
長
禄
二
年
、
行
年
彼
〈
七
十
歳
、
此
ハ
七
十
二
歳
、
少
ク
異
ナ
レ
ド
モ
同
日
甚
不
思
議
也
、
サ
レ
・
〈
世
人
大
二
驚
ク

と
あ
る
ｏ
村
本
氏
は
左
衛
門
尉
の
名
と
そ
の
先
祖
の
没
年
月
を
参
照
し
て
没
年
の
明
ら
か
で
な
い
左
衛
門
尉
は
光
則
で
あ
る
と
推
定
し
、

（
胆
）

光
則
の
卒
年
を
元
弘
二
年
（
一
三
三
二
）
四
月
十
三
日
、
行
年
七
十
歳
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
光
則
は
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
の
生
れ
で
聖
人
竜
口
法
難
の
時
は
八
歳
で
あ
る
。
ま
た
前
掲
の
蔦
貫
本
の
光
則
伝
に

よ
れ
ば
十
六
歳
の
時
将
軍
惟
康
親
王
に
召
出
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
十
六
歳
は
弘
安
元
年
で
惟
康
将
軍
就
職
十
五
年
目
の
こ
と
で
将
軍
は
正

応
二
年
（
二
一
八
九
）
職
を
や
め
久
明
親
王
が
将
軍
と
な
る
。
光
則
は
前
掲
の
伝
に
は
正
応
の
は
じ
め
左
近
将
監
に
従
い
上
洛
し
て
六
波

羅
南
方
に
勤
役
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
惟
康
将
軍
罷
職
に
よ
っ
て
幕
下
を
は
な
れ
京
都
勤
役
に
転
じ
た
も
の
で
年
二
十
七
歳
、
事
歴
と

年
令
と
相
応
し
不
審
は
な
い
。
か
く
て
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
三
十
五
歳
、
鎌
倉
に
帰
り
奉
行
職
と
な
り
、
正
中
二
年
（
二
一
三
五
）
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六
十
三
歳
入
道
し
て
日
朗
よ
り
日
続
の
名
を
授
け
ら
れ
、
館
を
寺
と
し
日
朗
を
開
山
と
し
行
時
山
光
則
寺
と
号
し
た
と
い
う
。
但
し
正
中

二
年
入
道
し
て
日
続
と
法
名
を
授
け
ら
れ
た
と
す
る
が
、
日
朗
は
元
応
二
年
（
一
三
二
○
）
七
十
六
歳
を
以
て
入
寂
し
て
お
り
、
こ
れ
は

正
中
二
年
よ
り
六
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
日
続
の
法
号
授
与
は
日
朗
在
世
の
こ
ろ
で
当
時
の
慣
例
に
よ
れ
ば
三
十
歳
前
後
で
入
道
し
て
い

る
か
ら
、
六
十
三
歳
入
道
と
い
う
の
は
、
光
則
寺
を
建
立
し
寺
主
と
な
っ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
寺
伝
に
よ
れ
ば
初
祖
を
宗

危
）

祖
、
二
祖
日
進
、
こ
れ
は
文
永
八
年
竜
ロ
法
難
の
時
、
日
朗
と
共
に
入
牢
し
た
日
進
で
、
日
続
は
自
か
ら
三
世
に
列
し
て
い
る
。

以
上
、
宿
屋
氏
諸
家
譜
に
よ
っ
て
行
時
・
光
則
の
関
係
を
更
に
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
村
本
達
郎
氏
の
辛
労
縄
尋
に
よ
る
も

の
で
深
く
『
毛
呂
山
町
史
』
に
深
い
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
註
〕（
１
）
（
真
蹟
）
安
国
論
奥
書
Ｐ
四
四
三

（
２
）
（
真
蹟
）
安
国
論
御
勘
由
来
Ｐ
四
二
二

（
３
）
（
真
蹟
）
本
文
は
「
付
夜
□
口
入
道
、
奏
進
最
明
寺
」
と
御
勘
由
来
と
同
趣
で
内
容
が
少
し
く
詳
細
で
あ
る
。
夜
と
入
道
の
間
は
二
字
磨
損
し
て

●
●

い
る
が
夜
戸
野
「
入
道
」
と
欠
字
を
補
足
し
得
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

（
４
）
毛
呂
山
町
史
昭
和
五
十
三
年
一
月
刊
宿
谷
氏
Ｐ
二
二

（
５
）
法
門
可
申
抄
Ｐ
四
五
五

毛
呂
山
町
史
昭
和
五

法
門
可
申
抄
Ｐ
四
五

（
８
）
棲
神
三
十
二
号
Ｐ
三
三

日
蓮
教
団
全
史
Ｐ
三
六

（
”
ｆ
）

（
毎
○
）

吉
川
弘
文
館
全
訳
吾
妻
鏡
第
五
巻
Ｐ
五
二

吾
妻
鏡
人
名
索
引
Ｐ
四
九
八

本
化
別
頭
高
祖
伝
上
「
宿
屋
入
道
西
信
、
韓
ハ
光
則
」

本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
（
別
頭
統
紀
）
Ｐ
九
四

撰
時
抄
Ｐ
一
○
五
三

吉
川
弘
文
館
全
訳
吾

日
蓮
聖
人
伝
全
集
Ｐ
二
○
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へへへへへ

131211109
当曹曹曹曹

毛
呂
山
町
史

同
番
同
書
同
醤
こ
の
日
進
は
身
延
三
世
で
は
な
い
、
身
延
日
進
は
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
の
生
れ
で
あ
る
。
（
日
進
筆
玄
義
見
聞
集
、
身
延
山
蔵
）

Ｐ
一
二
一

Ｐ
一
三
三

Ｐ
一
二
七

Ｐ
一
四
三
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